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ご
あ
い
さ
つ

 

同
窓
会
会
長
　
小
竹
　
行
哉

初
冬
の
候
、

同
窓
会
会
員
の

皆
様
に
は
ま

す
ま
す
御
健
勝

の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
平
素
は
同
窓
会
活
動
へ
格
別

の
ご
高
配
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

令
和
二
年
三
月
か
ら
始
ま
っ
た
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
活
動
に
制
限
を
受

け
、
長
く
続
い
た
騒
動
も
本
年
五
月
か
ら

五
類
感
染
症
に
な
っ
て
よ
う
や
く
元
の
活

動
へ
と
出
来
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
農
業

大
学
校
に
お
い
て
も
コ
ロ
ナ
禍
期
間
中
は

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
関
係
者
の
皆
様
の
ご

尽
力
で
学
校
運
営
や
学
生
生
活
を
支
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
同
窓
会
活

動
は
停
止
し
て
し
ま
い
、
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
た
こ
と
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

前
回
の
令
和
元
年
度
第
十
九
号
同
窓
会

通
信
で
は
「
令
和
二
年
度
に
五
年
置
き
に

開
催
す
る
総
会
を
開
催
し
、
規
約
改
正
や

同
窓
会
運
営
の
変
更
を
行
う
予
定
で
あ

り
、
そ
の
為
に
対
策
委
員
会
を
立
ち
上
げ

ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。」

と
書
き
ま
し
た
が
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
停
止

し
四
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
現
在
、
役
員

会
で
は
令
和
二
年
度
の
次
の
総
会
開
催
年

度
で
あ
る
令
和
七
年
度
に
総
会
を
開
催
す

る
予
定
で
考
え
て
い
ま
す
。
以
前
に
も
お

知
ら
せ
し
た
よ
う
に
規
約
改
正
や
運
営
方

法
の
変
更
を
お
諮
り
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
皆
様
に
ご
協
力
を
お
願
い
す

る
場
合
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
は

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

皆
様
に
は
十
月
下
旬
に
ハ
ガ
キ
で
お
知

ら
せ
が
届
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
本

年
度
よ
り
活
動
を
再
開
し
て
い
く
所
存
で

す
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
規
模
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
農
大
祭
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
そ
こ
で
同
窓
会
で
は
出
店
や
Ｏ
Ｂ
が

気
軽
に
顔
を
出
せ
る
場
所
作
り
を
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
も
農
大
祭
に
合
わ
せ
て

同
窓
会
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
も
農
大
祭
で
現
役
や
Ｏ
Ｂ
が
顔

を
出
し
て
情
報
交
換
や
総
会
を
開
催
し
て

い
く
考
え
で
す
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に
同
窓

会
活
動
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
所
存
で

す
の
で
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
同
窓
生
皆
様
の

益
々
の
ご
発
展
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

 

農
業
大
学
校
校
長
　
中
西
　
正
明

同
窓
会
会
員

の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、

ま
す
ま
す
ご
清

栄
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
平
素
は
、
農
業
大
学
校
の

運
営
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
四
月
に
、
秦
和
夫
校
長
の
後
任
と

し
て
異
動
し
て
き
ま
し
た
中
西
で
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
同
窓
会
通
信
を

長
く
発
行
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今

回
四
年
ぶ
り
に
、
第
二
十
号
を
発
行
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
年
一
回

の
発
行
を
目
標
に
同
窓
会
役
員
の
方
々
と

と
も
に
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
本
校
の
現
在
の
在
校
生
は
、
二

年
課
程
の
二
年
生
が
二
十
三
名
と
一
年
生

が
三
十
一
名
、
一
年
課
程
六
名
の
計
六
十
名

と
な
っ
て
お
り
、
定
員
の
七
十
名
を
若
干

下
回
っ
て
い
ま
す
が
、
近
年
の
在
校
生
数

の
中
で
は
一
番
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
、
平
成
三
十
年
度
か
ら
県
内
の
全

県
立
高
校
に
訪
問
し
て
、
進
路
指
導
の
先

生
方
と
の
情
報
交
換
や
学
校
紹
介
な
ど
を

通
じ
て
本
校
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
た
成
果
が
、

現
れ
て
き
て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一
方
で
、
企
業
求
人
の
強
化
に
よ
り
高
校

生
の
就
職
率
が
向
上
し
て
い
る
こ
と
や
、
高

校
生
数
が
減
少
し
て
い
く
こ
と
の
影
響
か
ら
、

今
後
入
校
生
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
厳

し
く
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
を
通
じ
て
、
本
校
の
情
報
や
魅
力
発

信
を
強
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
校
で
は
、
令
和
五
年
度
の
重

点
項
目
と
し
て
、
四
つ
の
目
標
（
意
欲
あ

る
学
生
の
確
保
、
農
業
農
村
を
リ
ー
ド
す

る
人
材
の
育
成
、
学
生
教
育
の
充
実
、
就

農
・
就
職
支
援
の
強
化
）
を
掲
げ
、
学
校

運
営
や
業
務
の
改
善
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
な
か
で
も
、
意
欲
あ
る
学
生
の
確
保

は
、
最
も
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
り
ま
す

が
、
学
校
の
魅
力
を
高
め
る
上
に
お
い
て
、

就
農
・
就
職
支
援
も
重
要
で
あ
り
、
学
生

の
進
路
希
望
に
沿
っ
た
助
言
・
支
援
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
校
に
お
け
る
近
年
の
就
農
・
就
職
状

況
に
つ
い
て
は
、
法
人
就
農
を
含
め
た
就

農
率
が
四
割
程
度
、
Ｊ
Ａ
や
農
業
機
械
メ
ー

カ
ー
な
ど
の
農
業
関
連
へ
の
就
職
率
は
三

～
四
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
就
農

率
や
農
業
関
連
企
業
等
へ
の
就
職
率
を
高

め
て
い
く
た
め
に
、
本
校
に
求
人
し
て
い
た

だ
く
農
業
法
人
や
農
業
生
産
に
取
り
組
む

民
間
企
業
、
農
福
連
携
に
取
り
組
む
福
祉

事
業
所
な
ど
を
新
た
に
掘
り
起
こ
し
な
が
ら
、

企
業
説
明
会
や
企
業
訪
問
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
近
年
は
三
重

県
職
員
Ｃ
試
験
（
農
業
分
野
）
に
合
格
す

る
学
生
が
、
毎
年
二
名
程
度
あ
り
、
今
年

度
は
三
名
が
合
格
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

今
年
度
か
ら
、
三
重
県
立
学
校
実
習
助
手

採
用
選
考
試
験
（
農
業
）
の
受
験
資
格
に

「
農
業
大
学
校
（
二
年
課
程
）
卒
業
」
が
追

加
さ
れ
、
新
た
な
活
躍
の
場
が
広
が
り
ま

し
た
の
で
、
お
知
り
合
い
の
皆
様
方
に
も

ぜ
ひ
ご
紹
介
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
同
窓
会
会
員
の
皆
様
方
に
は
、

入
校
生
の
確
保
や
学
校
運
営
に
対
し
て
、

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
さ
せ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
皆
様
方
の
益
々
の
ご
健

勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
同
窓
会
会
員
の
皆
様
方
に
は
、

入
校
生
の
確
保
や
学
校
運
営
に
対
し
て
、

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
さ
せ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
皆
様
方
の
益
々
の
ご
健

勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

本
校
で
は
、
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
ト
マ
ト
、
キ
ュ

ウ
リ
）
の
認
証
を
取
得
し
て
い
ま
す
。
福

島
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
農
業
短
期
大
学
校

も
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認
証
取
得
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
両
校
は
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
、
Ｇ

Ａ
Ｐ
の
取
組
を
通
じ
た
交
流
（
両
校
の
農

産
物
の
交
換
販
売
や
相
互
訪
問
）
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
令
和
五
年
度
に
つ
い
て
は
、

九
月
十
九
日
（
火
）
か
ら
二
十
日
（
水
）

に
か
け
て
同
短
大
か
ら
学
生
五
名
と
職
員

二
名
が
本
校
に
来
校
し
、
交
流
会
を
行
い

ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
話
題
だ
け
で

な
く
、
学
校
生
活

や
寮
生
活
、
自
治

会
の
活
動
状
況
、

学
祭
に
向
け
た
準

備
な
ど
多
岐
に
わ

た
っ
た
情
報
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

お
互
い
に
と
っ
て

新
た
な
発
見
や
気

づ
き
も
あ
り
、
有
意
義
な
意
見
交
換
が
で

き
ま
し
た
。

ま
た
、
二
十
日
（
水
）
に
開
催
し
た
本

校
恒
例
の
水
曜
販
売
に
、
同
短
大
の
皆
さ

ん
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
、
同
短
大
で
生

産
加
工
さ
れ
た
農
産
物
（
梨
、
う
ど
ん
、

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
）
を
販
売
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
来
場
者
の
方
々
は
、
普
段
販
売

さ
れ
て
い
な
い
商
品
を
我
先
に
と
買
い
求

め
ら
れ
、
お
か
げ
様
で
完
売
！
同
短
大
の

皆
さ
ん
も
、
三
重
で
の
お
客
様
と
の
交
流

を
大
い
に
楽
し
ま
れ
た
よ
う
で
す
。

福
島
短
大
と
の
交
流

福
島
短
大
と
の
交
流

話 
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令和 5年 11月 30日　　（2）同　窓　会　通　信

令
和
五
年
十
月

一
日
（
日
）
か
ら
六
日

（
金
）
ま
で
の
六
日
間

に
お
い
て
、
二
年
生

二
十
三
名
と
引
率
職

員
二
名
が
マ
レ
ー
シ

ア
と
タ
イ
へ
海
外
研

修
に
行
っ
て
き
ま
し
た
、

本
校
で
は
、
国
際
情

勢
や
農
産
物
の
輸
出
入
等
へ
の
理
解
を
深
め

る
た
め
、
以
前
か
ら
海
外
研
修
を
行
っ
て
き

て
い
ま
す
。
近
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
県

内
や
国
内
で
の
研
修
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
し

た
が
、
四
年
ぶ
り
の
海
外
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
都
市
型
植
物
工
場

の
Ｘ
フ
ァ
ー
ム
や
地
元
の
ス
ー
パ
ー
を
視
察

し
、
植
物
工
場
で
は
、
日
頃
か
ら
水
耕
栽

培
を
実
習
す
る
学
生
か
ら
、
養
液
の
再
利

用
シ
ス
テ
ム
と
い
っ
た
専
門
的
な
質
問
が
出

る
な
ど
、
熱
心
に
見
聞
を
広
め
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
ー
パ
ー
で
は
、
様
々
な
ト
ロ
ピ
カ

ル
フ
ル
ー
ツ
が
安
価
で
販
売
さ
れ
て
お
り
、

果
樹
専
攻
の
学
生
が
、
初
め
て
見
る
珍
し

い
フ
ル
ー
ツ
の
味
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

タ
イ
で
は
、
有
機
栽
培
農
園
や
花
市
場
の

視
察
、
水
稲
種
子
生
産
農
場
で
熱
低
地
域

な
ら
で
は
の
栽
培
管
理
の
研
修
を
受
け
た
ほ

か
、
ア
ユ
タ
ヤ
遺
跡
訪
問
や
エ
レ
フ
ァ
ン
ト

ラ
イ
ド
の
体
験
な
ど
に
お
い
て
、
歴
史
や
文

化
に
触
れ
視
野
を
広

め
て
い
ま
し
た
。
海

外
旅
行
が
初
体
験
の

学
生
も
多
く
、
初
め

は
恐
る
恐
る
味
見
し

て
い
た
エ
ス
ニ
ッ
ク
料

理
に
も
次
第
に
慣
れ
、

特
に
食
で
困
る
こ
と

も
な
く
、
全
員
無
事

に
研
修
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

学
生
が
早
い
段

階
で
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
を
描
け
る
よ

う
、
農
業
の
思
い

や
将
来
の
夢
な
ど

を
発
表
す
る
意
見

発
表
会
を
、
今
年

度
か
ら
一
年
生
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

し
て
組
み
入
れ
、

初
め
て
の
発
表
会

を
十
月
二
十
六
日

（
木
）
に
開
催
し

ま
し
た
。

農
大
で
の
学
び
や
将
来
就
き
た
い
仕
事

は
も
ち
ろ
ん
、
マ
イ
フ
ァ
ー
ム
法
人
化
の

設
計
図
、
夢
見
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
自

分
を
変
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
人
と
言

葉
な
ど
、
思
い
を
熱
く
語
り
、
聴
く
人
の

琴
線
に
触
れ
る
話
が
あ
ふ
れ
る
発
表
の
場

と
な
り
ま
し
た
。

人
前
で
発
表
す
る
と
い
う
言
語
化
を
通

じ
て
、
自
分
の
長
所
短
所
を
見
つ
め
直
す

と
い
っ
た
、
自
己
分
析
に
も
つ
な
が
っ
た

よ
う
で
す
。

職
員
と
し
て
も
、
学
生
の
将
来
に
関
し

て
の
気
付
き
が
深
ま
り
、
そ
れ
が
叶
う
よ

う
応
援
し
た
い
！
と
い
う
気
持
ち
を
新
た

に
し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
二
年
度
か
ら
、
専
門
必
須
科
目

に
「
ス
マ
ー
ト
農
業
概
論
」
を
新
た
な
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
加
え
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
や
ド

ロ
ー
ン
の
活
用
、
ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
の

操
作
方
法
な
ど
の
講
義
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
四
年
度
か
ら
、
教
養
科
目

に
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
を
新
た
に
加

え
、
一
年
生
か
ら
就
職
活
動
や
キ
ャ
リ
ア

形
成
に
関
す
る
知
識
と
具
体
的
な
対
策
を

学
ぶ
講
義
を
行
い
、
就
農
就
職
に
向
け
た

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
近
年
の
農
業
を
取
り
巻
く
情

勢
を
踏
ま
え
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
や
有
機

農
業
の
実
践
、
農
業
機
械
・
施
設
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
方
法
と
と
も
に
、
先
進
農
業
者

へ
の
現
地
視
察
な
ど
具
体
的
な
取
組
を
学

ぶ
講
義
を
新
た
に
加
え
る
な
ど
、
既
存
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
充
実
も
図
っ
て
い
ま
す
。

▼
茶
業
専
攻
コ
ー
ス

茶
業
専
攻
は
、
現
在
二
年
生
一
名
、
一
年

生
二
名
、
そ
し
て
一
年
課
程
一
名
の
計
四
名

の
少
数
精
鋭
で
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
切

に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

日
々
の
実
習
は
、
従
来
通
り
毎
朝
茶
業

研
究
課
（
亀
山
）
に
出
向
き
、
施
肥
、
防

除
、
被
覆
な
ど
の
栽
培
管
理
作
業
を
中
心

に
、
収
穫
期
は
各
茶
期
と
も
収
獲
・
加
工

を
実
施
し
、
そ
の
後
の
再
製
加
工
も
実
習

の
一
環
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
収
穫
し

た
茶
は
、
商
品
と
し
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
行
い
、

水
曜
の
販
売
実
習
に
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

毎
日
の
移
動
時
間
に
よ
り
実
習
時
間
は

少
し
短
い
で
す
が
、
日
頃
か
ら
の
実
習
先

と
の
調
整
を
密
に
し
、
よ
り
中
身
の
濃
い

実
習
に
心
が
け
、
消
費
者
に
喜
ば
れ
る
お

茶
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

▼
水
田
作
専
攻
コ
ー
ス

水
田
作
専
攻
は
、
一
年
生
七
名
、
二
年

生
六
名
、
一
年
課
程
二
名
、
合
わ
せ
て

十
五
名
で
す
。
十
二
筆
、
約
三
二
〇
ア
ー

ル
の
実
習
圃
場
の
作
付
け
品
目
は
、
水
稲

(

コ
シ
ヒ
カ
リ
、
み
え
の
ゆ
め
、
あ
ゆ
み

も
ち)

、
麦
（
あ
や
ひ
か
り
、
も
ち
麦
）、

大
豆
（
フ
ク
ユ
タ
カ
、
丹
波
黒
）
小
豆

等
、
露
地
野
菜
（
キ
ャ
ベ
ツ
、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
）
で
す
。
収
穫
物
は
農
協
に
出
荷
す

る
ほ
か
、
毎
週
水
曜
日
の
販
売
実
習
で
地

域
の
皆
さ
ん
に
購
入
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

水
販
で
は
、
農
産
物
の
鮮
度
の
見
分
け
方

や
食
べ
方
な
ど
の
商
品
知
識
が
求
め
ら
れ
、

実
践
力
を
高
め
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
本
専
攻
で
は
、
他
の
専
攻
に
比
べ
て

農
業
機
械
を
操
作
す
る
機
会
が
多
い
の
が

特
徴
で
、
こ
の
経
験
を
生
か
し
て
、
農
業

法
人
や
機
械
メ
ー
カ
ー
に
就
職
す
る
学
生

が
多
く
い
ま
す
。
近
年
、
水
田
農
業
の
現

場
に
お
い
て
、
ス
マ
ー
ト
農
機
の
導
入
が

進
ん
で
き
て
お
り
、
本
校
で
も
直
進
ア
シ

ス
ト
付
き
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
導
入
し
て
、

現
場
で
の
対
応
力
を
高
め
る
実
習
も
行
っ

て
い
ま
す
。

▼
野
菜
専
攻
コ
ー
ス

野
菜
専
攻
は
、
二
年
課
程
一
二
名
（
一
年

生
六
名
、
二
年
生
六
名
）、
一
年
課
程
三
名

の
計
一
五
名
で
日
々
実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

実
習
で
は
、
施
設
野
菜
（
ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ

リ
、
イ
チ
ゴ
）
を
中
心
に
、
露
地
野
菜
を

含
め
二
十
数
品
目
の
栽
培
管
理
、
出
荷
調

整
、
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
、

県
内
で
も
イ
チ
ゴ
の
天
敵
利
用
が
盛
ん
に

な
っ
て
き
て
お
り
、
本
校
で
も
ハ
ダ
ニ
類
を

は
じ
め
と
し
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
、
ア
ザ
ミ
ウ

マ
類
の
防
除
に
天
敵
を
導
入
し
、
Ｉ
Ｐ
Ｍ
の

実
践
を
進
め
て
い
ま
す
。

▼
花
き
専
攻
コ
ー
ス

花
き
専
攻
は
、
二
年
課
程
二
年
生
三
名

と
一
年
生
五
名
の
計
八
名
で
実
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。
切
花
・
鉢
花
・
花
壇
苗
・
花
木
・

観
葉
植
物
と
幅
広
い
花
き
に
つ
い
て
実
践

的
な
技
術
や
知
識
の
習
得
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
最
近
の
実
習
で
は
、
シ
ク
ラ
メ
ン

の
葉
組
み
や
パ
ン
ジ
ー
ビ
オ
ラ
等
花
壇
苗

の
手
入
れ
、
暖
房
機
の
稼
働
に
向
け
た
内

張
フ
ィ
ル
ム
の
補
修
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

農
大
祭
で
の
販
売
や
体
験
教
室
開
催
に
向

け
て
、
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
や
押
し
花
な
ど

花
き
の
加
工
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▼
果
樹
専
攻
コ
ー
ス

果
樹
専
攻
は
、
二
年
課
程
二
年
生
五

人
、
一
年
生
七
人
で
実
習
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
、
近
年
珍
し
く
一
年
課
程

の
学
生
は
い
ま
せ
ん
。
最
近
の
実
習
に
つ

い
て
、
カ
ン
キ
ツ
で
は
、
極
早
生
温
州
の

収
穫
が
十
月
上
旬
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、

年
末
に
は
晩
生
の
青
島
温
州
、
年
明
け
か

ら
は
中
晩
柑
類
の
収
穫
が
始
ま
る
予
定
で

す
。
落
葉
果
樹
で
は
、
ク
リ
の
収
穫
の
他
、

カ
キ
の
加
工
実
習
（
干
し
柿
）
な
ど
も
行

い
ま
し
た
。
学
生
は
、
日
々
果
樹
栽
培
の

難
し
さ
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
、
一
生
懸
命

実
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▼
畜
産
専
攻
コ
ー
ス

畜
産
専
攻
は
、
二
年
課
程
六
名
（
一
年

生
四
名
、
二
年
生
二
名
）
で
日
々
実
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。
実
習
は
、
県
畜
産
研
究

所
で
行
っ
て
お
り
、
肉
牛
・
酪
農
を
中
心

と
し
た
家
畜
の
飼
養
技
術
、
飼
料
作
製
、

機
械
操
作
等
の
技
術
を
学
ん
で
い
ま
す
。

研
究
所
職
員
か
ら
の
指
導
を
得
な
が
ら
、

肉
用
牛
五
十
二
頭
と
乳
用
牛
四
十
頭
（
Ｒ

五
年
度
三
重
県
畜
産
研
究
所
要
覧
よ
り
）

の
世
話
を
し
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
、
学

生
と
年
齢
も
近
い
農
業
大
学
校
卒
業
生

が
、
畜
産
研
究
所
に
配
属
さ
れ
て
お
り
、

学
生
も
気
軽
に
質
問
し
な
が
ら
実
習
に
励

ん
で
い
ま
す
。

一
年
生
、
校
内
意
見

一
年
生
、
校
内
意
見

��

発
表
会
で
思
い
を
語
る

発
表
会
で
思
い
を
語
る

新
た
な
講
義

新
た
な
講
義

各
専
攻
コ
ー
ス
の
様
子

各
専
攻
コ
ー
ス
の
様
子

令
和
五
年
度

令
和
五
年
度

　
海
外
研
修
を
終
え
て

　
海
外
研
修
を
終
え
て
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農
業
大
学
校
学
生
募
集
の
概
要
に
つ
い

て
の
詳
細
は
、
三
重
県
農
業
大
学
校
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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養
成
科
二
年
課
程
及
び
一
年
課
程

（
１
）
募
集
す
る
課
程
及
び
専
攻
コ
ー
ス

ア　

二
年
課
程

　
　
　

水
田
作
コ
ー
ス
、
茶
業
コ
ー
ス
、

　
　
　

野
菜
コ
ー
ス
、
花
き
コ
ー
ス
、

　
　
　

果
樹
コ
ー
ス
、
畜
産
コ
ー
ス

イ　

一
年
課
程

　
　
　

水
田
作
コ
ー
ス
、
茶
業
コ
ー
ス
、

　
　
　

野
菜
コ
ー
ス
、
花
き
コ
ー
ス
、

　
　
　

果
樹
コ
ー
ス
、
畜
産
コ
ー
ス

（
２
）
募
集
定
員
　
　
四
〇
名

ア　

二
年
課
程　
　

三
〇
名
程
度

イ　

一
年
課
程　
　

一
〇
名
程
度

（
３
）
経
費

授
業
料　

年
間　

十
一
万
八
千
八
百
円

そ
の
他　

 

二
年
課
程
の
二
年
間
で
百
万

程
度
、
一
年
課
程
で
四
十
万

程
度

み
え
農
業
版
Ｍ
Ｂ
Ａ
養
成
塾
（
以
下
養

成
塾
）
は
六
年
を
経
過
し
、
今
年
度
第
七

期
の
塾
生
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

塾
生
の
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
設
置

当
初
、
県
内
先
進
農
業
経
営
体
で
の
雇
用

型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
三
重
大
学
大
学

院
と
の
連
携
を
特
徴
に
、
新
規
就
農
希
望

者
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
四
年
度
か

ら
は
、
農
業
従
事
（
経
営
）
者
も
対
象
に

加
え
、
養
成
塾
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

養
成
塾
で
は
、
大
学
教
授
の
指
導
の
も

と
、
塾
生
が
描
い
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
し
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
経
営
革

新
プ
ラ
ン
の
作
成
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

農
業
経
営
の
改
革
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）

に
取
組
む
一
助
と
し
て
、
養
成
塾
を
利
用

さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
是
非
、

農
業
大
学
校
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
人
材
育
成
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お

ら
知

せ

令
和
五
年
度
の
東
海
近
畿
地
区
農
業

大
学
校
学
生
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
、
五
月

二
十
五
日
（
木
），
二
十
六
日
（
金
）
の

二
日
間
に
お
い
て
、
兵
庫
県
三
木
市
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
元
年
以
来
の
全
校

参
加
の
大
会
と
な
り
、
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
本
校
か
ら
は
二
年
生
二
十
四

名
と
一
年
生
三
十
二
名
が
参
加
し
、
結
果

は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
準
優
勝
、
卓
球

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
が
優
勝
、
卓
球
男
子
ダ

ブ
ル
ス
が
三
位
、
テ
ニ
ス
男
子
ダ
ブ
ル
ス

が
優
勝
、
テ
ニ
ス
女
子
ダ
ブ
ル
ス
が
準
優

勝
と
大
健
闘
！
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、
学
生

同
士
の
絆
深
ま
る

二
日
間
と
な
り
ま

し
た
。

  

東
海
近
畿
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
大
会
に
参
加
し
て

 

養
成
科
二
年

　
川
口

　
大
輔

今
回
、
東
海
近

畿
地
区
農
業
大
学

校
学
生
ス
ポ
ー
ツ

大
会
に
参
加
し
て

と
て
も
楽
し
く
、

そ
し
て
熱
い
ス

ポ
ー
ツ
大
会
と
な
り
、
私
た
ち
に
と
っ
て

最
高
の
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
と
は
違
い
、
東
海
近
畿
地

区
の
す
べ
て
の
農
業
大
学
校
が
集
ま
る
こ

と
が
で
き
、
よ
り
一
層
盛
り
上
が
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

私
が
出
場
し
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で

は
、
昨
年
は
一
勝
も
挙
げ
ら
れ
ず
悔
し
い

思
い
を
し
ま
し
た
が
、
今
年
は
バ
ス
ケ
経

験
者
の
後
輩
が
入
っ
た
こ
と
や
、
放
課
後

の
練
習
の
成
果
が
実
り
、
準
優
勝
と
い
う

結
果
が
残
せ
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

ま
た
、
昨
年
仲
を
深
め
た
岐
阜
県
や
愛

知
県
の
皆
さ
ん
と
再
会
で
き
た
こ
と
が
、

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
決
勝
の
後

に
行
わ
れ
た
、
ご
ち
ゃ
混
ぜ
で
の
バ
ス
ケ

の
ゲ
ー
ム
で
は
、
他
県
の
壁
を
越
え
て
一

緒
に
プ
レ
ー
で
き
て
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。

一
日
目
の
最
後
に
あ
っ
た
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
兵
庫
県
さ
ん
が
考
え
て
く

れ
た
〇
×
ゲ
ー
ム
が
本
当
に
難
し
か
っ
た

で
す
。
他
県
の
人
と
相
談
し
た
り
し
な
が

ら
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
い
い
交
流
に
な

り
ま
し
た
。
寮
の
友
達
が
、
恐
竜
の
姿
で

盛
り
上
げ
て
く
れ
た
こ
と
も
い
い
思
い
出

で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
大
会
か
ら
日
が
過
ぎ
日
常
に

戻
っ
て
、
皆
さ
ん
は
農
業
に
つ
い
て
学
び
、

そ
し
て
実
践
を
繰
り
返
し
て
い
る
こ
ろ
だ

と
思
い
ま
す
。
今
振
り
返
る
と
大
勢
の
農

業
を
志
す
人
が
集
ま
り
、
ス
ポ
ー
ツ
で
競

い
合
う
な
ん
て
こ
と
は
、
私
の
人
生
の
中

で
、
も
う
な
い
と
思
い
ま
す
。
あ
ん
な
に

バ
ス
ケ
う
ま
い
人
が
、
明
日
か
ら
は
農
業

を
や
っ
て
い
る
と
考
え
る
と
、
な
ん
か
面

白
く
な
っ
て
き
ま
す
ね
。

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

近
頃
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
離
れ
た
土
地
で
、

一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
競
っ
た
あ
の
子

た
ち
も
農
業
を
や
っ
て
い
る
と
考
え
る
と
、

「
案
外
若
者
多
く
ね
？
」
と
思
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
今
回
大
会
に
参
加
し
た
仲
間
だ

け
で
な
く
、
日
本
全
国
に
は
農
業
を
志
す

沢
山
の
若
者
が
い
ま
す
。「
そ
ん
な
仲
間

と
お
互
い
に
刺
激
し
あ
う
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
農
業
は
も
っ
と
発
展
し
て
い
く
の
で

は
？
」
と
思
い
ま
し
た
。

　
学
校
生
活
・
寮
生
活
に
つ
い
て

 

養
成
科
一
年

　
勝
村

　
琉
生

私
は
、
小
さ
い

頃
か
ら
農
業
に
興

味
を
持
ち
、
高
校

生
の
頃
に
畜
産
農

家
を
志
す
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
高

三
の
夏
休
み
ま
で
は
、
大
学
に
進
学
し
よ

う
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
畜
産
農
家
を

志
す
た
め
に
ま
ず
実
習
が
し
た
い
と
の
思

い
か
ら
、
実
習
の
多
い
農
業
大
学
校
に
進

学
を
決
め
ま
し
た
。

ま
た
、
私
の
家
は
学
校
か
ら
少
し
遠
か
っ

た
の
で
、
寮
生
活
を
選
び
ま
し
た
。
初
め

て
の
寮
生
活
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
心
配
も

し
ま
し
た
が
、
知
り
合
い
の
先
輩
や
仲
良

く
し
て
く
れ
る
先
輩
、
同
級
生
の
お
か
げ
、

す
ぐ
に
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

寮
生
活
で
は
、
友
達
と
夜
遅
く
ま
で
話

を
し
た
り
、
先
輩
と
一
緒
に
体
育
館
で
バ

ス
ケ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
り
、
み
ん

な
で
ド
ラ
イ
ブ
に
行
っ
た
り
と
、
と
て
も

充
実
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
の
で
、
友
達
の
い
や

な
と
こ
ろ
や
先
輩
の
や
め
て
ほ
し
い
と
こ

ろ
な
ど
も
見
え
て
き
ま
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
、

み
ん
な
の
普
段
の
生
活
で
は
見
え
な
い
優

し
さ
や
温
か
さ
な
ど
が
感
じ
れ
、
絆
が
深

め
ら
れ
る
こ
と
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
寮
の
仲
間
と
の
意
見
交
流
は
、

自
分
の
畜
産
専
攻
と
違
う
水
田
や
果
樹
、

野
菜
や
茶
業
な
ど
で
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

し
て
い
る
の
か
な
ど
を
知
れ
る
の
も
い
い
と

こ
ろ
の
一
つ
で
す
。
学
校
の
良
い
と
こ
ろ
の

一
つ
に
学
生
食
堂
が
あ
り
ま
す
。
学
生
食
堂

は
、
寮
生
や
通
い
の
学
生
の
だ
れ
も
が
利

  

学学  

生生  

募募  

集集

経
営
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

経
営
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か

  

（
み
え
農
業
版
Ｍ
Ｂ
Ａ
養
成
塾
）

（
み
え
農
業
版
Ｍ
Ｂ
Ａ
養
成
塾
）
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大
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か
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の

農
大
生
か
ら
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東
海
近
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地
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農
業
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学
校

学
生
ス
ポ
ー
ツ
大
会
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用
で
き
ま
す
。
と
て
も
美
味
し
い
と
人
気
で
、

た
く
さ
ん
の
学
生
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
食

事
を
作
っ
て
く
れ
る
お
ば
ち
ゃ
ん
と
の
距
離

も
近
く
相
談
に
も
乗
っ
て
く
れ
、
食
事
を

す
る
だ
け
で
な
く
憩
い
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。

学
校
生
活
は
、
自
分
の
や
り
た
い
畜
産

の
実
習
が
毎
日
で
き
て
、
と
て
も
充
実
し

て
い
ま
す
。
知
ら
な
い
こ
と
が
ば
か
り
だ
っ

た
の
で
す
が
、
毎
日
の
実
習
の
中
で
先
輩

た
ち
が
や
っ
て
い
る
こ
と
や
、
先
生
が
や
っ

て
い
る
こ
と
を
見
て
、
聞
い
て
、
教
え
て

も
ら
い
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
が
分
か
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
自
分
が
ど
の
よ
う
な

作
業
を
し
て
、
そ
の
後
ど
う
動
く
べ
き
な

の
か
、
ど
う
し
た
ら
作
業
が
楽
に
で
き
る

か
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
で
一
番
の
畜
産
農
家
に
な
る
と
い

う
夢
を
目
指
し
て
、
こ
の
二
年
間
、
日
々
の

実
習
か
ら
、
し
っ
か
り
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　
私
の
抱
負

 

養
成
科
二
年

　
鈴
木

　
竣
介

私
に
は
、
夢
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
地
元
で
稲
作
農

家
に
な
り
、
そ
の

上
地
元
の
み
ん
な

が
楽
し
め
る
公
園

を
作
る
こ
と
で
す
。

私
が
小
学
校
へ
通
っ
た
通
学
路
は
田
ん

ぼ
ば
か
り
の
農
道
で
し
た
。
田
ん
ぼ
し
か

な
く
退
屈
な
通
学
路
で
し
た
が
、
田
ん
ぼ

し
か
な
い
こ
と
が
と
て
も
開
放
的
で
、
最

高
に
心
地
の
い
い
通
学
路
で
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
下
校
す
る
と
真
っ
先
に
公

園
へ
友
達
と
遊
び
に
行
く
の
が
、
毎
日
の

ル
ー
テ
ィ
ー
ン
で
し
た
。
自
然
が
多
い
環

境
で
育
っ
た
私
は
、
自
然
に
囲
ま
れ
て
過

ご
す
楽
し
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

だ
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
ど

こ
で
も
友
達
と
ゲ
ー
ム
で
遊
ぶ
今
の
時
代

に
、
小
学
生
の
子
供
た
ち
に
外
で
騒
ぎ
遊

び
疲
れ
る
楽
し
さ
を
知
っ
て
欲
し
い
の
で
す
。

こ
の
た
め
に
、
具
体
的
に
は
、
子
供
た

ち
が
い
つ
で
も
遊
び
に
来
ら
れ
、
ボ
ー
ル
な

ど
の
道
具
を
自
由
に
使
え
る
広
場
や
、
お

年
寄
り
の
方
が
散
歩
つ
い
で
に
一
休
み
で
き

る
ベ
ン
チ
と
花
や
草
木
を
見
て
癒
し
て
も

ら
え
る
環
境
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
稲
作
農
家
と
し
て
の
目
標
は
、

地
元
で
一
番
の
農
家
に
な
る
こ
と
で
す
。
そ

の
な
か
で
、
余
裕
が
で
き
始
め
た
ら
高
校

時
代
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
で
関
わ
っ
て
い

た
伊
勢
い
も
を
育
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

伊
勢
い
も
は
、
植
え
た
種
芋
か
ら
出
た

芽
の
一
つ
を
残
し
て
他
を
摘
芽
す
る
た
め
、

一
株
か
ら
一
つ
し
か
芋
が
取
れ
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
、
翌
年
の
種
芋
と
し
て
、
収
穫
量

の
約
四
〇
％
を
出
荷
せ
ず
に
残
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
伊
勢
い
も
は
た
い
へ
ん

効
率
の
悪
い
作
目
で
、
生
産
者
も
減
っ
て

き
て
い
ま
す
。
伝
統
あ
る
伊
勢
い
も
栽
培

を
守
っ
て
い
く
た
め
に
、
伊
勢
い
も
の
種

芋
を
生
産
す
る
種
芋
生
産
農
家
に
な
っ

て
、
伊
勢
い
も
農
家
へ
種
芋
を
販
売
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
私
は
夢
に
貪
欲
で
、
ハ
ウ
ス
野

菜
や
菌
類
の
栽
培
の
ほ
か
。
地
元
の
方
た

ち
と
交
流
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
な
憩
い
の

場
を
作
る
こ
と
な
ど
、
や
り
た
い
こ
と
の

夢
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
に
は
、
今
勉
強
し
た
い
こ
と

が
山
ほ
ど
あ
り
、
勉
強
し
切
れ
る
か
不
安

で
す
が
、
今
で
き
る
こ
と
に
全
力
を
注
ぎ
、

出
来
る
だ
け
自
分

の
夢
に
近
づ
け
る

よ
う
学
校
生
活
を

送
っ
て
い
き
ま
す
。

令
和
三
年
度
卒
業

 

水
田
作
専
攻

　
小
林

　
　
翔

実
家
の
農
業
を

継
ぐ
予
定
だ
っ
た

の
で
、
よ
り
専
門

的
な
所
で
農
業
を

学
び
た
く
、
農
業

大
学
校
へ
入
学
し

ま
し
た
。
農
業
大
学
校
で
は
実
習
で
実
践

的
な
農
業
を
学
べ
て
、
ま
た
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
の
運
転
免
許
な
ど
様
々
な
資
格
を
取

得
で
き
ま
し
た
。
農
業
法
人
に
就
職
後
、

す
ぐ
に
農
業
機
械
を
運
転
で
き
る
な
ど
即

戦
力
と
し
て
農
作
業
を
行
え
た
の
で
、
農

業
大
学
校
の
日
々
は
、
現
在
の
自
分
の
糧

に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
水
稲
、
麦
、
大
豆
、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
な
ど
の
栽
培
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

農
業
は
自
分
の
性
に
合
っ
て
い
る
よ
う
で
、

嫌
だ
な
と
思
う
こ
と
が
な
く
、
一
日
楽
し

い
で
す
。
若
い
人
た
ち
が
少
な
い
と
い
う

農
業
の
現
状
が
あ
り
、
私
た
ち
の
よ
う
な

若
い
世
代
が
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
を
引
っ

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

卒
業
生
か
ら
の

卒
業
生
か
ら
の
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入校者数等の概要
令和5年度入校者

定員 受験者数 合格者数 合格率 入校者数

養成科二年課程 30名 39名 34名   87.2％ 32名

養成科一年課程 10名 10名   6名   60.0％   6名

令和4年度入校者

定員 受験者数 合格者数 合格率 入校者数

養成科二年課程 30名 29名 28名   96.6％ 26名

養成科一年課程 10名 11名 11名 100.0％ 11名

令和3年度入校者

定員 受験者数 合格者数 合格率 入校者数

養成科二年課程 30名 26名 25名   96.2％ 23名

養成科一年課程 10名 14名 12名   85.7％ 12名

卒業生進路状況
卒業年度 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

農
業
関
連
就
業

就 

農

自 営 7 11 2 5 6 5 4

農業法人等就職 9 4 5 2 6 6 7

小　計 16 15 7 7 12 11 11

研 修・ 進 学 1 3 1 3 3 8 3

JA等団体・公務員等 5 2 1 2 3 3 5

農業関連就職等 3 2 2 0 5 4 5

合　計 25 22 11 12 23 26 24

その他就職等 5 9 2 4 5 8 5

卒  業  生  数 30 31 13 16 28 34 29

就　農　率　（％）53.3 48.4 53.8 43.8 42.9 32.4 37.9

農業関連就業率（％） 83.3 71.0 84.6 75.0 82.1 76.5 82.8

卒業生の進路卒業生の進路

令和4年度の二年課程卒業生

は21名で、その進路状況は、就

農1名、農業法人就農5名、農

業関連企業5名、JA等団体・公

務員等5名、その他（農業外企

業等）就職等5名となりました。

一年課程修了者は8名で、就

農3名、農業法人就農2名、研修・

進学3名となりました。
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農
大
四
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生；

平
成
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年
卒
）
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佐
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晋
治

 

（
農
大
五
回
生；

平
成
二
年
卒
）

　
会
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・
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野
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農
大
五
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平
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卒
）
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中
谷　
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也

 

（
経
大
十
二
回
生；

昭
和
五
十
七
年
卒
）

　
監
　
事 　

浦
狩　

芳
行

 

（
経
大
十
回
生；

昭
和
五
十
五
年
卒
）

　
監

　
事 　

宮
田　

征
典

 

（
農
大
十
九
回
生；

平
成
十
六
年
卒
）

 

事
務
局
か
ら
の
連
絡

　

久
し
ぶ
り
に
同
窓
会
通
信
が
発
行

で
き
ま
し
た
。
今
後
、
同
窓
会
通

信
は
個
別
に
発
送
せ
ず
に
、
Ｈ
Ｐ 

（https://w
w

w
.pref.m

ie.lg.jp/nodai/hp/

） 

に
掲
載
し
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
同
窓
会
総
会
を
令
和
七
年

度
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
同
窓
会
会

員
の
皆
様
は
、
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ

い
。
な
お
、
総
会
開
催
の
ご
案
内
は
、

Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。


